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宇都宮大学地域デザイン科学部は、「地域の持続的な発展に関する教育・研究・地域貢献を推進す
ることによって、豊かな生活の実現に貢献する」を理念に、2016 年 4 月、宇都宮大学 5 番目の学
部として開設されました。 
私たち身近にある「地域」では、急速に進む少子高齢化、地域経済の衰退とそれに伴うコミュニ
ティ機能の低下、自然環境の大きな変化と自然災害の大規模化などを背景とした、多くの新しい課
題があります。こうした課題に対して、課題発見・分析から解決策の提案まで、分野を超え、また
多様な主体の協働による“まちづくり”を進める必要があるとの認識に立って、本学部は、21世紀
の地域社会を持続可能で豊かにするための教育・研究・地域貢献に取り組みます。 
すでに第一期の151名を受け入れ、教育を開始しました。学生は、地域社会・都市・国土を支え
る専門職に向けて、公共政策、福祉のまちづくり、都市計画、防災、建築技術、土木技術などと
いった、ハードウェアからソフトウェアに至る分野横断の幅広い知識と専門技術を、文系理系の枠
にとらわれず総合的に学びます。 
専門分野としては、地方自治や観光、福祉などの観点から地域社会について学ぶコミュニティデ
ザイン学科、建築を核として人に優しい居住環境や都市について学ぶ建築都市デザイン学科、最先
端の建設技術をもとに安全で持続可能な社会基盤整備について学ぶ社会基盤デザイン学科の、3 学
科を設けています。地域での活躍に強い意欲を持つ個性豊かな学生が、たくさん入学してくれまし
た。初年次から、地域に出かけた成果を活かして3学科混成でグループワークを行う授業など、実
践的な授業を履修しています。 
このような教育研究を、社会科学の領域を中心とした文系分野から、自然科学・工学系領域の理
系分野にわたる、教員 42 名が担当しています。実践家から理論家まで、持ち味のある教員がそろ
いました。地域での活動を重視し、各自の専門を活かしながら地域を対象とした教育研究を行い、
“地域における知の拠点”を形成していきたいと考えています。 
その研究成果の一端を発表する場として、『宇都宮大学地域デザイン科学部研究紀要』を発刊する
ことといたしました。学部内の研究を活性化し、地域創生へ向けた貢献をより強めていきたいと考
えております。みなさまのご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
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